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   世田谷区中学校体育連盟テニス部顧問会議 

    令和 7 年 7 月 22 日 16:15～ 於：田園調布学園中等部 

   議題 

 

  １ ．夏季総体個人の部・都大会反省 

    ① 各会場校より 

      ・ 

 

    ② 審判について 

       ・セルフジャッジの試合(個人戦)では、声を出さないことでのトラブルが多く起こって 

います。 

  

     ③ 応援について 

      ・現在個人戦は拍手のみで行われています。 

 

 

２ ．世田谷区中体連夏季総合体育大会団体の部反省 

 ① 審判について 

・昨年度より相互審判制を再開しましたが、選手が勝手にジャッジをして、それを審判が  

 追認するようなケースが見られました。 

 

 

② 各会場校より 

      ・ 

 

 

 ③ 応援（観戦）について 

  ・応援（観戦） 

 

 

 ③ 次年度へ向けて 

・シード資料は、春季大会の成績。 

・ 

  

 

３ ．世田谷区中体連秋季新人大会について  

① 大会日程  

8 月 26 日、27 日、28 日、29 日 (予備日 8 月 31 日、30 日、9 月 1 日、9 月 7 日、8 日) 

② ドロー発表  

HP 上で行います。（https://ctrtennis.wixsite.com/setagaya） 

組み合わせ(トーナメント表) 8 月 8 日前後 

日程表 8 月 15 日前後 

※ 上記の期日までに掲示がない場合は、ブロックのページの「連絡事項」をご確認の上、

田園調布学園中等部伊藤までご連絡下さい。(携帯：090-1556-9169) 

 

      トーナメント作成ソフトを使ってドローを作成いたします。 

      結果の収集はネットで行います。スマートフォン・タブレットからも入力可能に 
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なっております。 

 

④ 都大会出場枠 

     男子 シングルス 11 名(地区枠 11、ボーナス 0) ダブルス 5 組(地区枠 5、ボーナス 0) 

女子 シングルス 12 名(地区枠 11、ボーナス 1) ダブルス 7 組(地区枠 5、ボーナス 2) 

 

⑤ 引率について 

      引率者の引率が必要です。 

      引率者は校長・教員・部活動指導員です。なお、部活動指導員は複数の学校の選手の引率  

はできません 

      複数会場になりますので、引率が無い会場に行く生徒に顧問氏名、顧問引率先、緊急  

連絡先を明記した委任状を持たせてください。指定の書式はありません。  

 学校行事等で教職員の引率ができない場合に限り、世田谷区中学校体育大会依頼監督 

者報告書(書式あり)の提出により、保護者の引率を認めております。(ダブルスは 1 組 

に 1 名で可) 

 

    ⑥ ドロー作成について(8/8 改訂) 

      成城学園の武藤叶奈さんがユニクロ全日本ジュニア(大会期間 8/25～9/5)に選抜されて

います。オープンの大会ではないのでダブルエントリーにはならず、エントリー可能です。

都本部からは選抜方法は推薦方法はブロックに任せるが、なるべく試合はさせて下さいと

言われていますが、今年度は日程が完全に重複しているため、都本部に諮ったところ、過

去に都大会の参加実績もあるためブルックの裁量に任せるとのことでした。  

従いまして、今回は武藤さんをストレートで都大会に推薦し、女子シングルスは残りの

11 名の枠を争うこととします。 

 

⑥ 注意事項 

  保護者・選手以外の観戦・応援は可とします。 

ボールは 2試合ずつ使用します。 

ウエア規定にご注意ください。 

セルフジャッジがきちんとできるよう、ご指導ください。 

 

４ ．東京都中学校新人テニス選手権大会(個人の部・団体の部)について  

(1) 個人戦 

       ・大会日程  9 月 13 日(土)  男子：シングルス 女子：ダブルス 

             14 日(日)  女子：シングルス 男子：ダブルス   

             15 日(祝)  男女シングルス・ダブルス 

             20 日(土)  男女シングルス・ダブルス   

          予備日 21 日(日)  男女：シングルス・ダブルス   

  ・顧問会議 実施しません 

  ・申し込み 

各ブロックで受付をする。(各ブロックでの最終取りまとめ 9 月 8 日) 

① 9 月 6日(土)必着で、公印のある申込書を田園調布学園中等部伊藤宛に郵送、 

 あるいは PDF 化してメールで添付。 

  郵送先：〒158-8512 東京都世田谷区東玉川 2-21-8  

田園調布学園中等部 伊藤昌晴 宛 

メール送付先 ctr_tennis6@yahoo.co.jp (6 ブロック代表アドレス) 

② 参加費は大会初日に会場で支払う。(棄権した場合も参加費は発生します。) 
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    申込用紙は、HP（http://ctr-tennis.com）よりダウンロードしてご用意ください。 

東京都中体連テニス専門部＞都大会関係＞新人個人＞大会要項 

 

  ・ロービングアンパイアについて 

    都大会出場が決まった段階で、顧問の先生方にお願いすることになります。  

    ロービング担当の先生は、当日印鑑・運動靴(テニスシューズが望ましい)を 

ご用意下さい。 

 

     ・引率について 

       顧問の引率が必要です。 

       都大会では、引率者を学校職員・保護者・外部指導者まで認めていますが、  

      さらに監督代理が必要となります。  

       (1) 当日会場にいる他校の先生に事前に監督を依頼し、監督者依頼書を渡す。  

       (2) 試合当日、依頼監督者報告書を持参して受付をする(その際、依頼した監督者と 

        ともに受付をする)という形になります。 

 

     ・運営について 

8，9 ブロックが主管ブロックとなっております。運営にご協力をお願いいたします。 

都総体進出校の先生方は、選手の勝ち上がりに関わらず、大会運営にご協力く ださい。 

 

   (2) 団体戦 

  ・大会日程 10 月 5 日(日)、12 日(日)、13 日(祝)、19(日)、25(土)、26 日(日) 

  ・顧問会議 実施しません 

  ・申し込み 

各ブロックで受付をする。 

① 9 月 6日(土)必着で、公印のある申込書を田園調布学園中等部伊藤宛に郵送、 

 あるいは PDF 化してメールで添付。 

  郵送先：〒158-8512 東京都世田谷区東玉川 2-21-8  

田園調布学園中等部 伊藤昌晴 宛 

メール送付先 ctr_tennis6@yahoo.co.jp  

② 9 月 6日必着で名簿用エクセルファイルを送信。 

  送付先：ctr_tennis6@yahoo.co.jp (6 ブロック代表アドレス) 

③ 参加費(7,000 円：令和 7 年度より改訂)を振り込む。 

振込先：三井住友銀行 雪ヶ谷支店 世田谷区中体連テニス部  

店番号 633  口座番号 6563313 

 

ブロックから都大会本部への申込〆切が、9 月 8 日(月)となっております。 

 

    申込用紙は、HP（http://ctr-tennis.com）よりダウンロードしてご用意ください。 

 東京都中体連テニス専門部＞都大会関係＞新人団体＞大会要項 

    (参加しない場合も、その旨メールでお知らせいただけるとありがたいです。) 

  ・組み合わせ会議   9 月 26 日(金) 

  ・ドロー発表(予定)  9 月 29 日(月)までに掲示  

   

   ・成績上位校は、関東大会への出場権を得ます。 

      ・ベスト 8 に進出すると、次年度の都総体の出場枠が増えます。 

   ・ベスト 16 の学校は冬季研修大会の参加資格を得ます。 

     ・過去 2 年間の総体ブロック予選(区総体)、新人団体の参加校数で、ブロックの個人 
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      戦の地区枠が決まります。7 名以上の選手がいる場合は、ぜひご参加ください。 

  ・試合球は、各校で準備をし、当日会場に持参してください。 

   新人戦は、個人・団体ともにヨネックス ツアープラチナムになっています。 

・運営について 

今年度より、新人団体も主管ブロックにより運営されることになりました。 

5，6 ブロックが主管ブロックとなっております。運営にご協力をお願いいたします。 

 

５ ．ルール研修会 

  ① 服装規定  

   ・全国中学生大会の規定(団体戦) 

     学校名の表示は片袖に 1 カ所まで。個人名の表示は認められない。 

     （個人戦では平成 26 年度からは、団体戦に出場していない選手も学校名を 

表示したウエアを着ても良いことになりました。） 

   ・東京都大会は、学校名の表示方法は全国に準ずる。 

     個人名の表記の有無は、都大会では問題にしないが、関東以上では不可。 

   ・ローカルルールで、襟付きウエアのみとしているブロックもあります。 

      

 

  ② セルフジャッジについて 

    選手はアウト、フォールトのコールを大きな声で行う。 

    サーバーは、プレーに入る前に、カウントをアナウンスする。  

 

  ③ 審判のつく試合について 

    現在、団体戦もセルフジャッジで行われています。 

    今後のことも考えて相互審判の指導もよろしくお願いいたします。  

※ 主審・副審は判定するラインが違う。(試合前にお互いで確認すること) 

副審が判定するラインを、主審が判定することはできない。(逆も同様) 

     副審は声を出して判定しなければならない。 

 

 

６ ．その他 

  11 月、3 月に、ブロックの１、2 年生向けの技術講習会を行います。 

 

     トップアカデミーは今年度も実施予定。新人戦シングルス 32 ダブルス 16 

     日程は追ってご連絡いたします。 

 

 

 


